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文部科学省選定映画
「郷（ごう）」

（科目：生き方・人生設計）
“当たり前”ではない日常を
私たちはどう生きるか？

今、抱えている悩みや不安に
映画がヒントを与えてくれる！

映画鑑賞で
自己分析しよう！

090-1132-7170

https://letheany.com/

お 問 い 合 わ せ

鹿児島県姶良市脇元492

Le theany&Co . （レシアニー）

info@letheany.com
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人⽣の選択を考え始める中⾼⽣に、ヒントを与える映画鑑賞。

人⽣は正解のない問いの連続 考えて、悩んで、少しずつ前へ進む。

郷  僕らの道しるべ 2024上海国際映画祭ノミネート作品2024上海国際映画祭ノミネート作品
ごう

2024年  /  日本  /  93分
監督：伊地知拓郎　プロデューサー：⼩川夏果
日本語⾳声、中国語または英語字幕付きでの上映が可能です。

日本の自然溢れる田舎町で生まれ育った少年岳（がく）が成長していく
過程で経験する様々な困難と向き合い、懸命に生きる姿を描いている。

Film study
中
学
生

探究学習：映画鑑賞で自⼰分析をしよう
対

象

[制作コメント]
社会の様々なルールに則り生き
ている私たちが、映画の中では
固定概念や先入観を捨て、頭を
空っぽにして作品に浸ってもら
いたいという想いから「没入
感」にこだわって作りました。
1998年生、⿅児島県出⾝、
北京電影学院監督学科卒業。

監督 伊地知�拓郎
「郷」は、誰にでも起こりうる何気ない日常の中で、思い通りにならない人
生に悩み葛藤し、予期せぬ困難と闘いながら今を一生懸命に生きる主人公の
姿を高校野球の部活動で起こる人間模様を通して、ドキュメンタリータッチ
に描いています。 《命》をテーマに日本の四季を追い、「センス・オブ・ワン
ダー（子どもが生まれながらに持つ不思議な感覚）」を成長した大人こそ持
ち続け生きていくことの大切さを訴え、自然の移り行く様と万物が流転する
中でドラマは進んでいきます。視聴者それぞれの人生と照らし合わせ、二度と
訪れない今生きているこの一瞬一瞬の尊さや命の大切さを感じ、自分自身の
人⽣と向き合う時間にしてもらえたらと願っています。

３部構成で「郷」の物語は進みます。

競争 童心 無常 流転
最後

１ ２ ３
【高校時代≒⼈間社会】

主人公岳（ガク）は憧れの
野球部に入り、レギュラーを取
るために厳しい練習や先輩の
嫌がらせにも耐えながら
練習に励む。

【幼少時代≒自然社会】
野球で挫折してしまった岳が
偶然幼馴染との再会により子
どものころを思い返し、セン
ス・オブ・ワンダーを取り戻し
ていく。

【高校転校≒命の尊さ】
同級生が突然不慮の事故に
遭い亡くなった。当たり前の
景色が当たり前ではないこ
と、二度と戻ってこないことを
知る。

【高校卒業時≒命の誕⽣】
家庭環境に恵まれずに育った
幼馴染隆（リュウ）に新しい命
が誕生し、⼈⽣の喜びを
共有し、岳も前を向いて歩ん
でいく。

未来を描くための心の道徳授業～保護者とともに〜

土曜授業の道徳の時間を活用し、全校生徒と保護者の皆さまと共に、映画『郷』の鑑賞

会を実施しました。上映に先立ち、生徒たちには事前課題として「悩んだときはいつも

どうしているか？」をテーマにしたワークシートを配布し、上映前の自分の気持ちを振

り返る機会を設けました。鑑賞後には、映画のテーマをより深く理解するため、伊地知

監督と小川プロデューサーによる講話にて《生きる上で大切にしていること》や《失敗

したときの乗り越え方》について話し、生徒たちは自身の経験と照らし合わせながら学

びを深めました。また、映画を観た直後の新鮮な気持ちを残すため、感想文の時間を設

け、鑑賞前と鑑賞後の心の変化や学びを記録。映画を通じて人生を見つめ直し、多くの

生徒たちがこれからの⽣き方を考える貴重な機会となったとの報告を頂きました。

学校上映参考事例 科目｜道徳：悩んだときの対処法（⼟曜３時間）
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思いやりの心を “愛＝いつくしみ”
と
表現し、自分の《ごう》を見つけ、
【智・人・命】３つの愛を育んでいく。

愛

GO!

探究学習GO！プログラム

道徳・人権啓発
いじめ防止対策 と考えている学校様向け

映画「郷」で育む資質・能力３つの「ごう」

＋αもっと深堀りたい！

いつくしみ

智

命人

「映画を観る」だけで終わらせず、主体的な学びへとつなげる

郷 家族・地域・文化

ふるさと・つながりを感じる 生き方を考える 行動力を育む

業 学業・社会・未来 挑戦・発信・実践

探究探究探究

単なる知識や情報の蓄積ではなく物事の

本質を見極め、思いやりのある知性を育む

人間理解を深め、人の痛みに気付き

行動に移せる教養を身につける

他者や自然と共存し身近にある幸せや

喜びに気付き命を大切にする心を育む

具体的なプログラム内容（例）

① 課題の設定 ② 情報の収集

④ まとめ・表現 ③ 情報の分析

▶ 自分はどんな人生を歩みたいのか？

▶ どんな人に憧れ、どんな人になりたいか？

▶ 好きなことを仕事にするには？

▶ 今、自分にできることは何か？

▶ なぜ差別はいけないのか？

▶ ＩＣＴ活用ディスカッション

 「地方は本当に生きづらいのか？」

 「限りある残りの学生生活をどう過ごすか？」

▶ 国際交流！

 海外とオンラインで繋げて「郷」を通した国際交

流が可能！中国語または英語圏での開催！

▶ ワークシートを完成させ、夢や目標を可視化する

▶ 自分と同じような悩みや経験を聞き比較してみる

▶ 親や様々な世代に人生についてインタビューする

▶ Uターン者やIターン者、鹿児島から出たことが

　 ない人など県民のリアルな声を聞く

▶ 自分の幸せは？などのアンケートを取る 

【鑑賞前後どちらでもOK】
目標をもとに課題を設定する　

【鑑賞前後どちらでもOK】
 

実体験など情報を集める

【鑑賞後】分析シートを完成
させ、発表し、学びを深める

【鑑賞後】映画の内容と調べた
情報を比較し、整理・分析する

１，最小パック：上映会＋振り返り＝計２～３ｺﾏ

２，探究パック：①～④全て１ｺﾏずつ＋講話付き上映会２ｺﾏ＝計６ｺﾏ

目標

▶ 主人公岳の生き方と自分の経験を重ねて考察

▶ 「仕事とは何か」「何のために働くのか」を

　 考える

▶ 田舎と都会暮らしの比較と分析

▶ 岳の「苦悩」と現実問題で起きる自分自身の

　 悩みを比較し、対処法を考える

▶ 自分にとって生きる上で何が大切かを整理する



実施背景

今という時間は一瞬しかなく、今という
青春は二度と戻ってくることはない。自
分のやりたいこと、今しかできないこと
をすればいい。嫌になったらまた別のと
ころに行けばいい。友達は一生ものとい
うけれど、そうとは限らない。いつ、ど
んなことで居なくなるかは誰にも分から
ない。だからこそ大切にしたい。そんな
ことに気づける映画でした。

感動した。特にお祖母さんが戦争の話を
したとき、今の時代伝えられる人がいなく
なっているし、忘れてしまっていること。
だけど僕たちが生きていた昔のことを思い
出した。僕たちが生きてきた時代を今の子
どもたちが知った時にどう感じるのか？ど
う感じて生きていくのか？これはたくさん
の子どもたちに観てもらいたい作品。

人間関係や将来の夢など、いろいろな悩
みを抱えて過ごす主人公を見て、とても
共感できました。私は今、人間関係で悩
んでいることはないですが、これからも
し自分に起こったらどうしようと、未来
について考えることができ、人の「命」
と「悩み」について学ぶ機会となって良
かったと思いました。今日のことを忘れ
ずに過ごしていきたいです。

【事前オンライン視聴可！】
授業導入・自主上映開催のための
事前視聴お申込みQR（※有料）

目 的 ・ 意 義

自己理解と自己肯定感の向上
「郷」は、自然豊かな日本の原風景とともに、生きるこ
との本質や、人としての在り方を静かに問いかける作品
です。生徒自身が抱える悩みや将来への不安に向き合
い、自分を受け入れるきっかけを提供し、自己受容を深
めることを促します。

近年、日本社会における子どもたちを取り巻く環境は大きく変化しています。デジタル化の進展に
より、豊富な情報に触れる機会が増える一方、リアルな人間関係の希薄化や、自己理解・他者理
解の不足といった課題が顕著になっています。特に、中学・高校生という多感な時期において、自
己肯定感の低下や将来への不安を抱えるケースが増加しており、心のケアや社会性を育む教育の
重要性が高まっています。このような背景のもと、映画『郷』を活用した授業を以下のような重要
な意義を掲げ、実施致します。

他者理解・人間関係の構築

道徳教育の充実・質的向上 主体的な生き方への意識づけ

困難に立ち向かう主人公の姿は、人との関わりが希薄にな
りがちな現代の子どもたちにとって、大切な気づきを与え
ます。生徒だけでなく先生や保護者の方にも鑑賞いただく
ことで、人と⼈との絆を再認識する機会を提供します。

映画鑑賞後のワークシートや外部講師との意見交換を通
じて自分自身の「心の変化」に気づくプロセスを設ける
ことで生徒に新しい発見を与えることができます。
また、困難や失敗をどのように乗り越えるかといった人
生の指針を学ぶ道徳教育の充実にもつながります。

今を大切に生きることの意味を考える
ことで、「生きる力」や「人としての
在り方」を再認識し、自分の価値観を
明確にし、将来の夢や目標達成、自己
実現に向けた意欲を高めます。

過去開催校  感想文

実施方法

日程と学年の選定ヒアリング

ご不明点やご要望、
ご予算をお聞きし
ます。

道徳や人権啓発など、
どの授業に取り入れ
るかを選定。

開
催
　
⽇
前
に
デ
ー
タ
送
付

７

（
ブ
ル
ー
レ
イ
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た
は
デ
ー
タ
︶

上映機器の準備・
チェック

体育館や視聴覚室、
教室で鑑賞可能。
接続の確認。

事前にワークシート
を生徒に配布

鑑賞前に自分自身と
向き合う時間を設け
心の状態を知る。

上
映
会
実
施

体育館での実施が多く、プロジェクターとスクリーン（白い壁またはモニター）があればどこでも実施が可能です。上映費⽤は、
映画著作権料・ワークシート込み⽣徒様お⼀⼈700円前後（保護者様または学校予算より捻出／最低価格税込55,000円）にて開
催（多少の⼈数の変動や⽣徒数の多い学校様はご相談下さい）。※ブルーレイは「レンタル」になりますので返却いただく必要
がございます。ご注意ください。※�監督またはプロデューサー講演付き上映会の場合は、別途講師料を頂戴しております。

※まずは映画を観てから検討したいという方は、オンラインでの
映画鑑賞が可能です（有料視聴）。�左QRコードよりお⼿続きの
上、ご視聴下さい。なお、1回のご購⼊で２名様のご視聴が可能。
開催決定後、上映用ブルーレイの貸出期間は上映開催⽇翌⽇まで
となります。(返却予定⽇超過の場合、延⻑料⾦が⼀⽇5,000円発
⽣致しますのでご了承下さい。) お気軽にお問い合わせ下さい。

男子中学生 女子高校⽣ 教職員
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